
「見守り支援システム」導入について 

 

 

 

 

 この度、当施設では施設サービスの向上、利用者様の生活の質向上を目的に「見守り支援システム（眠り

SCAN・眠り SCANeye）」を導入することとなりました。 
 

 

【眠り SCAN・眠り SCAN eyeとは】 

≪眠り SCAN≫   

シート状のセンサーをベッドマットレスの下に敷くことで体動を測定し、 

睡眠・覚醒・起き上がり・離床および就寝時の呼吸数をリアルタイムで 

確認できる他、常態の変化時に職員に通知する機能を有しています。 

 

≪眠り SCAN eye≫  

利用者の映像を遠隔のパソコン端末や携帯端末で確認できるほか、 

「眠り SCAN」との連動により、状態の変化を検知した際の通知に 

あわせて映像を表示することができるシステムです。 

 

【期待される効果】 

（1）利用者様の眠りの状態に合わせたケアが行える 

・モニター画面で入所者様の眠りの状態を確認できるため、眠られている時は訪室せず目が覚めた時だけ 

訪室することでゆっくりと休んでいただくことが出来ます。 

・夜間ゆっくり眠られることで朝にはすっきり目を覚まされ、日中は活発に活動できるようになりメリ 

ハリのある生活を送っていただけます。 

（2）事故のリスクが軽減できる。 

・個別に設定されたセンサーが作動した場合に映像をリアルタイムに職員に伝えることができます。 

・居室内での事故などについて、映像で振り返る事が出きるため、具体的な事故分析による再発防止策の

作成が期待出来ます。 

 

【導入時期】 

・令和 6年６月から運用を開始する予定しています。運用開始前に改めて、使用に関してのご説明、意向

を確認させていただく予定です。 

 

【その他】 

・録画された映像は、上書き保存で順次削除されます。事故など、振り返りが必要な場合はデータ保管さ

せていただくことがあります。 

・現在 80ベッド中 45台のみの導入ですが、今後、全ベッドへ導入予定です。 

・対象者はリスクや環境に合わせ、施設の基準で選定させていただきます。 

・ご不明な点はお問合せ下さい。 
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「眠り SCAN eye」 
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